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「支花察胃砺奇察司

9月に行われた最大イペント、文化祭・体育祭。

1組は空き缶アート「チーバ〈ん｣、2組はお化け

屋敷、3456組はダンスパフォーマンス、7組は

パン屋さんとクラスごとに工夫をし、がんばってく

れました。特に夏休みから文化祭の準備に取り組ん

だことは向陽の歴史に残ると思います。

もちろんものどとはそんなにスムーズには進みま

せん。当たり前です。たくさんのメンバーがいて、

人それぞれいろいろな事情を抱えていたりするのだ

から。人が集まらず、がっかりしたこともあるでし

ょう。でもたとえ人数は少なくても、汗を流した体

験と思い出は一生ものだと思います。それに8月も

後半になったら、かなりの人が集まるようになって

練習する姿も見られるようになって、廊下から眺め

ていてうれしくなったものです釦

前日準備の作業の追い込みやリハーサルは、どの

クラスもクラスみんなで取り組んでいる感があって

よかったし、当日の取り組みも涙が出そうになるく

らいよかった。みんなのことを誇らしく思ったよ！

そして体育祭。天候に恵まれず、体育館での大縄

飛び｢ﾁー ﾑジﾔﾝブ｣と綱引きになったのだけれ
ど、二つの競技とも見た目にも実際もクラスで心と

呼吸を合わせないとうまくいかない競技だったか

ら、どのクラスもみんな本気でがんばったよね。勝

っても負けてもみんなで力を合わせてがんばるのは

やっぱりいい｡みんないい体験ができたと思います。

「察玩売5E司

文化祭・体育祭のみんなは素晴らしかった。

それなのに、行事で培ったがんばる力、協力する

力が日常生活に発揮されないのはなぜなのか？考え

てください。欠席・遅刻の多さ！といったらもう大

変なものです（保護者からも本人からも何の連絡が

ないものが多数あります。必ず保謹者から連絡を入

れてください)。欠席・遅刻が多い！その結果、卒

業学年であるにもかかわらず、赤点保有者が増え、

出席日数不足に陥る危険のある生徒が大量に発生し

てしまいました。為

学校は毎日来る所です。学びながら自分を創る

場所です。だから、平気で休んだり、遅れたりして

いいところではないのはアタマではわかっているは

ず。それを行動につなげよう。できるはずだよ。

「幸棄E両而ぞ1－－

残された高校生活は1／9、実質1ケ月。それを

中身のあるものにするかしないかは自分しだい。こ

こでがんばらないでいつがんばるの？

赤点保有者は必ず冬休みの課題にまじめにしっか

り取り組んで、3学期に入ってすぐ提出してくださ

い。絶対に忘れたりしないこと。当然家に取りに帰

ってもらいます。

女台穿皇封ごI土1一フCk〕です。

3学期は高校生活ラストの学期です。間違っても欠

席・遅刻などのないようにすること。

それから、休み中に頭髪を染めたり、手を加えた

りしないこと。飲酒・喫煙の恐れがある場所には出

入りしないこと。無断で免許を取りに行ったり、バ

イクに乗ったりしないこと。

くれぐれも自分に甘くしないこと。保護者の方も

よろしくお願いいたします。

良いお年を(八八)ﾙー


